「瑞麟山丈六寺十景詩画巻」の世界 by 須藤 茂樹
は
じ
め
に
徳
島
県
徳
島
市
丈
六
町
丈
領
に
所
在
す
る
瑞
麟
山
慈
雲
院
丈
六
寺
は
、
曹
洞
宗
の
古
刹
で
、
県
内
有
数
の
文
化
財
を
所
有
す
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
丈
六
寺
は
、
徳
島
市
域
の
南
部
を
南
北
に
流
れ
る
勝
浦
川
の
左
岸
に
位
置
し
、
境
内
一
帯
が
県
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
白
鳳
年
間
の
創
建
と
も
い
わ
れ
、
行
基
が
刻
ん
だ
丈
六
の
観
世
音
菩

坐
像
が
寺
号
の
由
来
と
さ
れ
る
。
所
在
地
も
移
転
説
、
現
在
地
説
と
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
創
建
時
か
ら
室
町
時
代
ま
で
の
来
歴
に
つ
い
て
は
未
詳
の
部
分
が
多
い
。
室
町
時
代
の
明
応
元
年
（
一
四
九
二
）、
阿
波
守
護
の
細
川
成
之
が
小
松
島
桂
林
寺
住
持
の
金
岡
用
兼
を
開
山
に
招
い
て
、
現
在
地
に
禅
宗
寺
院
と
し
て
再
興
し
た
。
三
門
、
本
堂
（
元
方
丈
）、
観
音
堂
、
経
蔵
（
旧
僧
堂
）、
聖
観
音
菩

坐
像
、
細
川
成
之
画
像
は
国
の
重
要
文
化
財
、
書
院
、
徳
雲
院
は
徳
島
県
指
定
有
形
文
化
財
、
雲
版
、
大
蔵
経
は
徳
島
市
指
定
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い（
１
）
る
。
指
定
文
化
財
以
外
に
も
、
徳
島
藩
主
蜂
須
賀
家
寄
進
の
品
々
を
は
じ
め
、
寺
宝
や
歴
史
資
料
が
数
多
く
伝
来
し
て
い
る
。
ま
た
、
境
内
に
は
、
細
川
成
之
・
持
隆
・
真
之
三
代
の
墓
や
巨
大
な
蜂
須
賀
家
重
臣
の
墓
が
点
在
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
丈
六
寺
の
寺
宝
の
内
、
江
戸
時
代
の
丈
六
寺
の
景
観
を
絵
と
詩
で
表
現
し
た
「
瑞
麟
山
丈
六
寺
十
景
詩
画
巻
」
を
紹
介
し
た（
２
）
い
。
「
瑞
麟
山
丈
六
寺
十
景
詩
画
巻
」
に
つ
い
て
本
詩
画
巻
は
、
瑞
麟
山
丈
六
寺
の
境
内
と
そ
の
周
辺
か
ら
十
景
を
選
ん
で
詩
と
画
で
表
現
し
た
巻
物
で
あ
る
。
紙
本
著
色
で
、
法
量
が
縦
二
七
・
七

、
横
八
四
一
・
七

で
あ
る
。
箱
書
や
序
文
、
跋
文
な
ど
か
ら
、
制
作
時
期
は
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
八
月
、
作
者
は
詩
が
丈
六
寺
十
六
世
住
持
凸
巌
、
絵
が
絵
師
の
重
清
長
巴
で
あ
る
。
凸
巌
養
益
は
、
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
に
入
院
し
、
享
保
一
七
年
（
一
七
三
二
）
に
寂
し
て
い
る
。
重
清
長
巴
は
、
諱
が
久
勝
、
通
称
は
六
太
夫
、
号
は
長
巴
と
い
っ
た
。
徳
島
城
下
富
田
浦
の
出
身
で
、
藩
士
重
清
源
八
常
積
の
次
男
で
あ
る
。
戸
村
春
重
の
養
子
と
な
る
。
藩
絵
御
用
を
務
め
た
と
い
う
が
、
作
品
は
ほ
と
ん
ど
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
本
稿
で
紹
介
す
る
「
瑞
麟
山
丈
六
寺
十
景
詩
画
巻
」
の
ほ
か
に
、
丈
六
寺
に
「
涅
槃
図
」
が
残
さ
れ
て
い
る
。
長
巴
は
、
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
一
月
二
十
二
日
病
死
し
て
い（
３
）
る
。
箱
書
に
は
「
畫
師
重
清
長
巴
十
五
歳
」
と
あ
り
、
十
五
歳
の
時
の
手
に
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
序
文
に
よ
れ
ば
、
執
筆
の
動
機
に
つ
い
て
、
凸
巌
和
尚
は
「
丈
六
寺
に
居
住
し
て
十
一
年
が
経
過
し
た
が
、
こ
の
八
、
九
年
経
典
に
向
か
い
な
が
ら
深
い
歴
史
の
あ
る
当
山
に
着
眼
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
享
保
九
年
八
月
に
な
っ
て
腰
痛
と
な
り
、
動
け
な
く
な
っ
た
。
詩
に
詳
し
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
読
ん
で
も
ら
う
た
め
に
、
痛
み
を
堪
え
て
詩
を
つ
く
っ
た
。
老
僧
の
こ
と
ば
を
な
ら
べ
た
だ
け
。
さ
ま
ざ
ま
な
古
典
の
注
釈
書
を
参
考
に
し
な
が
ら
、よ
く
わ
か
ら
な
い
言
葉
の
飾
り
方
を
し
て
詩
に
綴
っ
た
も
の
だ
。」
「
瑞
麟
山
丈
六
寺
十
景
詩
画
巻
」
の
世
界
須
藤
茂
樹
四国大学紀要，３７：１５９－１７０，２０１２
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「
瑞
麟
山
丈
六
寺
十
景
詩
画
巻
」
の
世
界
一
五
九
と
見
え
る
。
本
作
品
に
よ
り
、
瓔
珞
桜
な
ど
現
在
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
境
内
や
周
辺
の
景
勝
地
や
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
序
文

主
中
峰
寺
背
西
距
寺
一
里
曰
中
津
峰
観
音
立
用
為
主
山

前
案
柴
山
東
距
寺
半
里
程
當
寺
前
横
備
于
本
山
用
為
案
山

勝
浦
流
水
舊
勝
浦
通
田
浦
山
下
経
公
問
名
祝
勝
于
未
前

一
本
界
松

羅
漢
偃
松
在
羅
漢
門
前
清
溝
水
之
畔

四
派
霊
杉

不
變
楼
桂
在
知
客
寮
其
幹
亭
々
其
形
如
	
青
羅
傘
蓋


瓔
旒
櫻
在
殿
前
正
徳
院
殿
有
命
所
植
也

正
徳
鐵
樹
倭
曰
蘇
鐵
本
草
名
鐵
甦
樹
正
徳
院
殿
令
樹
之

三
尺
坊
開
祖
化
峰
在
観
音
堂
窓
南
永
正
乙
亥
仲
冬
十
五
上
茲
跡
跋
文
「
瑞
麟
山
丈
六
寺
十
景
詩
画
巻
」
の
紹
介
木
箱
蓋
表
に
「
瑞
麟
山
十
景
」「
筆
三
号
」（
貼
紙
）、
同
蓋
裏
に
「
十
六
世
凸
巌
釋
」、
同
底
内
に
「
畫
師
重
清
長
世
十
五
歳
」、
同
底
裏
「
十
景
寫
凸
岩
新
添
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
本
紙
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
瑞
麟
山
丈
六
寺
慈
雲
院
十
題
并
引
大
凡
物
無
名
則
在
而
齊
烏
有
物
無
不
有
名
假
雖
有
名
而
不
挙
称
則
不
如
無
名
不
称
揚
則
失
諸
有
称
之
諸
之
其
実
顕
於
名
人
讀
記
於
心
語
於
口
廣
流
多
人
之
見
聞
固
於
鉄
摩
銅
庫
昌
古
従
来
蘇
山
岡
聯
題
故
勒
舊
郷
党
不
知
有
実
在
多
況
新
錫
他
方
来
之
雲
客
乎
老
僧
不
学
文
字
不
讀
異
典
住
持
十
一
年
于
茲
而
不
知
本
寺
内
外
之
差
別
一
山
古
今
之
要
節
而
経
居
諸
既
八
九
年
也
近
僅
傳
於
傳
説
心
於
心
頭
茲
載
享
保
九
年
甲
辰
八
月
為
疝
魔
被
縛
腰
半
臥
半
坐
不
見
家
旬
餘
思
念
光
陰
如
箭
老
躬
此
方
欲
立
題
貽
於
後
令
讀
者
知
有
以
或
誚
好
事
或
喜
是
誚
喜
二
為
山
之
護
持
痛
苦
之
罅
隙
力
探
題
逐
題
賦
絶
句
素
不
与
詩
騒
則
述
題
之
由
縁
于
句
中
爾
老
僧
唯
煩
才
暗
識
断
解
伊
呂
波
「
瑞
麟
山
丈
六
寺
十
景
詩
画
巻
」
の
世
界
一
六
〇
仁
保
辺
登
者
則
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
之
翻
名
而
未
学
正
翻
譯
語
之
内
外
墳
典
故
不
弁
文
筆
之
助
字
字
位
之

倒
不
是
殺
青
傳
世
者
素
加
国
字
讀
的
之
者
奚
労
于
草
案
仮
書
著
作
稽
古
譯
于
書
引
故
事
於
尋
伺
之
聞
用
奇
藻
艶
彩
之
言
句
茲
文
綴
詩
為
耶
引
…
序
文
の
こ
と
殺
青
…
油
抜
き
の
竹
簡
貽
…
お
く
る
、
の
こ
す
誚
…
せ
め
る
、
な
じ
る
、
そ
し
る
…
も
っ
ぱ
ら
、
ほ
し
い
ま
ま
、
お
ろ
か
伊
呂
波
仁
保
辺
登
…
い
ろ
は
に
ほ
へ
と
奚
…
い
づ
く
ん
ぞ
、
な
ん
ぞ
十
景
題
詠
瑞
麟
山
十
景

主
中
峰
寺
背
西
距
寺
一
里
曰
中
津
峰
観
音
立
用
為
主
山
…
衝
立
、
か
く
れ
る
、
か
く
す
、
お
く
ぶ
か
い
津
峰
観
音
…
中
津
峰
山
如
意
輪
寺
の
こ
と
。
本
尊
如
意
輪
観
音
菩

坐
像
は
重
要
文
化
財
。
絵山
々
の
な
か
に
中
津
峰
山
如
意
輪
寺
が
見
え
る
。
手
前
は
勝
浦
川
。
寺
背
中
峯
聳
後
囲
、
用
為
丈
六
金
身
、
此
彼
一
體
観
音
、
孰
主
孰
賓
絶
頭

前
案
柴
山
東
距
寺
半
里
程
當
寺
前
横
備
于
本
山
用
為
案
山
距
…
へ
だ
て
る
絵山
々
を
描
く
。
山
脚
横
跨
丈
六
前
、
霞
如
展
緤
簇
祥
烟
、
主
人
隠
八
風
翻
巻
、
説
法
樹
林
億
萬
年
祥
烟
…
め
で
た
い
煙

勝
浦
流
水
舊
勝
浦
通
田
浦
山
下
経
公
問
名
祝
勝
于
未
前
経
公
…
源
義
経
の
こ
と
。
源
平
合
戦
の
際
、
源
義
経
は
阿
波
勝
浦
に
上
陸
し
、
大
坂
峠
「
瑞
麟
山
丈
六
寺
十
景
詩
画
巻
」
の
世
界
一
六
一
か
ら
讃
岐
に
入
り
、
背
後
か
ら
平
家
が
立
て
籠
も
る
屋
島
を
奇
襲
し
た
。
絵勝
浦
川
に
渡
し
舟
が
見
え
る
。
勝
浦
元
通
田
浦
前
義
経
載
海
寄
兵
舩
、
爾
来
唯
見
桑
田
変
、
疏
鑿
合
流
丈
六
川
疏
鑿
…
山
な
ど
を
切
り
開
い
て
川
が
流
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と

一
本
界
松
絵
勝
浦
川
の
手
前
の
老
松
の
下
に
人
物
二
人
が
見
え
る
。
八
町
門
前
界
樹
松
、
勝
川
崩
岸
伐
令
空
、
為
坊
虞
競
争
訟
、
唯
剰
一
根
示
界
窮
虞
競
争
訟
…
虞
は
中
国
の
山
西
省
甲
陸
県
地
方
に
、
丙
は
陝
西
省
朝
邑
県
地
方
に
あ
っ
た
国
名
。
こ
の
国
の
人
が
田
地
の
境
界
を
争
い
、
西
伯（
周
の
文
王
）
に
裁
い
て
も
ら
う
た
め
に
周
に
い
っ
た
が
、
周
の
人
の
道
徳
の
正
し
い
の
に
感
じ
入
り
恥
じ
て
争
い
を
や
め
た
と
い
う
伝
説
が
あ
る
。

羅
漢
偃
松
在
羅
漢
門
前
清
溝
水
之
畔
絵
鐘
楼
・
二
の
門
・
三
の
門
と
あ
り
、
二
の
門
の
下
に
老
松
が
描
か
れ
て
い
る
。
水
路
の
際
、
す
な
わ
ち
現
在
の
四
阿
の
辺
に
老
松
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
株
は
現
在
も
あ
る
（
四
阿
の
所
）。
現
存
す
る
三
門
は
室
町
時
代
末
期
の
建
造
で
、
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
三
月
三
十
一
日
に
国
の
重
要
文
化
財
（
建
造（
４
）
物
）
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。羅
漢
門
前
流
水
畔
蓋
天
垂
地
千
年
松
、
孰

緑
傘
蔭
凉
老
、
坐
者
影
響
扶
祖
宗

…
捧
げ
る
、
掲
げ
る

四
派
霊
杉
絵白
壁
の
手
前
に
天
に
向
い
て
の
び
る
杉
を
描
く
。
幹
が
四
本
に
分
か
れ
て
、
い
ず
れ
も
上
に
向
い
て
い
る
。
霊
杉
一
根
抽
四
幹
、
一
齊
百
尺
若
長
竿
、
應
標
四
派
無
優
劣
、
冥
理
自
然
天
地
貫
、

不
變
老
桂
在
知
客
寮
其
幹
亭
々
其
形
如

青
羅
傘
蓋
「
瑞
麟
山
丈
六
寺
十
景
詩
画
巻
」
の
世
界
一
六
二
知
客
…
接
待
係
の
僧
の
こ
と
「
知
客
寮
」
と
は
現
在
の
書
院
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。

…
捧
ぐ
絵桂
を
描
く
。
上
と
下
に
葉
の
集
合
が
あ
る
。
稿
秀
堂
前
如
脇

、
傘
段
無
変
契
禅
、
叢
異
香
雪
色
艶
花
、
拝
老
桂
千
年
起
祖
風
稿
秀
…
稿
客
の
書
き
間
違
い
か

瓔
珞
旒
櫻
在
殿
前
正
徳
院
殿
有
命
所
植
也
瓔
珞
…
仏
像
の
装
身
具
、
仏
具
、
建
築
物
の
垂
具
旒
…
垂
れ
る
、
枝
垂
れ
殿
前
…
本
堂
の
前
の
こ
と
か
正
徳
院
殿
…
正
徳
院
殿
乾
室
了
外
大
姉
。
蜂
須
賀
至
鎮
の
二
女
万
。
旗
本
水
野
十
郎
左
衛
門
成
元
母
。
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
九
月
七
日
没
。
成
元
（
一
六
三
〇－
一
六
六
四
）
は
、
寛
永
七
年
の
生
ま
れ
で
、
父
は
水
野
成
慎
（
福
山
藩
主
水
野
勝
成
三
男
）、
徳
川
家
綱
に
仕
官
し
、
三
千
石
を
得
た
。
そ
の
姉
や
子
は
賀
島
や
稲
田
氏
な
ど
蜂
須
賀
家
重
臣
に
嫁
い
で
い
る
。
行
跡
怠
慢
に
よ
り
、
寛
文
四
年
三
月
に
自
刃
を
遂
げ
て
い
る
。
絵仏
像
の
飾
り
の
瓔
珞
の
よ
う
に
垂
れ
下
が
る
枝
垂
桜
一
本
が
満
開
に
花
開
く
。
殿
前
櫻
樹
十
尋
脩
、
冬
繋
金
懸
春
串
球
、
正
徳
尼
公
栽
奉
佛
、
永
懸
櫻
珞
百
千
旒
尋
…
一
尋
は
六
尺
（
一
・
八
二

）、
中
国
で
は
八
尺

正
徳
鐵
樹
倭
曰
蘇
鐵
、
本
草
名
鐵
甦
樹
、
正
徳
院
殿
令
樹
之
鐵
樹
…
倭
名
は
蘇
鉄
、
本
草
名
は
鉄
甦
。
絵小
窓
と
濡
れ
縁
の
あ
る
堂
宇
の
横
に
真
っ
直
ぐ
に
そ
そ
り
立
つ
蘇
鉄
を
描
く
。
鐵
甦
怪
樹
和
龍
鬚
鱗
甲
蟠
枉
手
握
珠
抜
地
騰
天
殊
志
筆
尼
公
命
爰
孤
鐵
甦
怪
樹
…
鐵
は
鉄
の
異
体
字
。
こ
こ
で
は
蘇
鉄
を
指
す
枉
…
曲
げ
る
蟠
…
屈
み
曲
が
る
、
と
ぐ
ろ
を
巻
く
「
瑞
麟
山
丈
六
寺
十
景
詩
画
巻
」
の
世
界
一
六
三

三
尺
坊
開
祖
化
峰
在
観
音
堂
窓
南
、
永
正
乙
亥
仲
冬
十
五
上
茲
没
跡
観
音
堂
…
蜂
須
賀
忠
英
の
建
立
。
平
安
時
代
作
の
「
木
造
聖
観
音
坐
像
」（
重
要
文
化
財
）
を
安
置
す
る
。
昭
和
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
国
指
定
重
要
文
化
財
。
開
祖
化
峰
…
金
岡
用
兼
の
こ
と
仲
冬
望
…
十
一
月
十
五
日
絵勝
浦
川
に
臨
む
小
山
に
古
松
数
本
あ
り
。
吾
祖
多
誤
難
見
聞
、
洞
雲
雷
動
雨
慈
雲
、
公
山
永
正
仲
冬
望
、
没
跡
至
今
不
帰
分
洞
雲
…
金
岡
用
兼
秋
葉
三
尺
坊
の
伝
説
が
残
る
。
人
物
に
つ
い
て
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
戦
乱
の
世
火
災
に
苦
し
む
人
々
を
救
う
た
め
に
香
を
燻
じ
て
立
ち
上
る
煙
に
よ
っ
て
火
を
消
す
鎮
火
の
秘
法
を
感
得
し
た
〜
と
い
う
。
永
正
年
間
、
阿
波
の
丈
六
寺
の
金
岡
用
兼
と
の
関
係
で
興
味
深
い
。
右
所
記
十
題
之
詩
者
、
凸
翁
和
尚
禅
餘
所
詠
也
、
其
詞
不
加
藻
飾
而
、
自
然
為
章
蓋
蟲
蝕
木
而
、
為
文
豈
有
意
彫
刻
耶
想
老
師
従
自
在
三
昧
裡
流
出
者
也
、
丁
未
之
冬
予
偶
膽
病
之
次
、
老
師
出
斯
巻
命
予
謄
寫
頻
辭
、
不
赦
漫
筆
以
塞
其
責
而
小
已
、
享
保
十
二
仲
冬
檗
下
沙
門
瑞
泉
龍
潭
珠
拝
書
凸
翁
和
尚
…
丈
六
寺
十
六
世
凸
巖
和
尚
。
丁
未
之
冬
…
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
膽
病
…
膽
は
肝
の
こ
と
で
肝
臓
病
を
指
す
か
奥
書
跋
文
を
記
し
た
「
檗
下
沙
門
瑞
泉
龍
潭
珠
」
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
所
特
定
し
得
な
い
が
、
黄
檗
宗
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
竹
林
院
（
徳
島
市
八
万
町
中
津
浦
）
か
成
願
寺
（
小
松
島
市
中
田
町
奥
林
）
い
づ
れ
か
の
住
持
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
お
わ
り
に
以
上
、
丈
六
寺
所
蔵
「
瑞
麟
山
丈
六
寺
十
景
詩
画
巻
」
を
紹
介
し
て
き
た
。
本
作
品
は
、
勝
浦
川
の
清
流
に
隣
接
し
た
禅
宗
寺
院
特
有
の
清
新
な
建
造
物
が
自
然
と
美
し
い
調
和
を
保
っ
て
い
る
江
戸
時
代
の
丈
六
寺
と
そ
の
周
辺
の
姿
を
描
い
た
も
の
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
住
持
凸
厳
養
益
が
、
病
気
を
お
し
て
筆
を
執
っ
た
、
想
い
の
つ
ま
っ
た
渾
身
の
労
作
で
あ
る
。ま
た
、絵
師
清
重
長
巴
の
数
少
な
い
作
品
と
し
て
も
注
目
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
享
保
年
間
制
作
は
、「
養
性
軒
十
六
詩
」（
七
条
寿
庵
詩
・
赤
井
得
水
書
・
佐
々
木
信
照
絵
）
の
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
に
次
ぐ
も
の
で
、
阿
波
に
残
さ
れ
た
絵
画
作
品
と
し
て
も
古
い
部
類
に
属
す
る
。
さ
ら
に
、「
養
性
軒
十
六
詩
」、「
鳴
門
十
二
勝
景
図
画
巻
」（
鈴
木
芙
蓉
筆
寛
政
８
年
（
１
７
９
６
））、「
阿
波
八
景
図
画
巻
」
な
ど
と
「
瑞
麟
山
丈
六
寺
十
景
詩
画
巻
」
の
世
界
一
六
四
と
も
に
近
世
阿
波
の
景
観
を
描
い
た
作
品
と
し
て
も
重
要
で
あ
る
。
（
１
）「
丈
六
寺
」
の
項
「
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
」
編
纂
委
員
会
編
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
３６
徳
島
県
』（
角
川
書
店
昭
和
六
一
年
）、
藤
目
正
雄
『
丈
六
寺
の
姿
』（
藤
目
正
雄
退
職
記
念
刊
行
会
昭
和
三
二
年
）。
（
２
）
丈
六
寺
顕
彰
会
編
『
阿
波
丈
六
寺
』（
丈
六
寺
顕
彰
会
昭
和
五
三
年
一
一
月
）。
（
３
）「
丈
六
寺
三
門
」
な
ど
『
徳
島
市
の
文
化
財
』
編
集
委
員
会
編
『
徳
島
市
の
文
化
財
』（
徳
島
市
教
育
委
員
会
平
成
一
四
年
）。
（
４
）「
清
重
長
巴
」
の
項
福
田
憲
熈
『
阿
波
画
人
志
』（
原
田
印
刷
出
版

平
成
七
年
）。
﹇
付
記
﹈
本
稿
の
骨
子
は
、
平
成
二
十
三
年
十
一
月
一
日
の
丈
六
寺
秋
の
特
別
公
開
に
伴
う
講
演
会
「「
瑞
麟
山
丈
六
寺
十
景
詩
画
巻
」
と
近
世
阿
波
の
名
所
絵
・
真
景
図
の
世
界
」
で
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
本
稿
を
成
す
に
あ
た
っ
て
、
便
宜
を
図
っ
て
い
た
だ
い
た
ご
所
蔵
者
の
丈
六
寺
様
、
と
り
わ
け
御
住
職
様
及
び
奥
様
、
解
読
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
郷
土
史
研
究
家
の
高
田
豊
輝
氏
、
本
学
文
学
部
日
本
文
学
科
の
佐
伯
雅
宣
氏
、
同
書
道
文
化
学
科
の
森
上
洋
光
氏
に
は
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
な
お
、
難
解
な
文
章
で
あ
る
た
め
、
か
な
り
の
誤
読
が
あ
る
と
思
わ
れ
、
皆
様
よ
り
御
指
摘
を
い
た
だ
き
、
訂
正
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
（
す
ど
う
し
げ
き
四
国
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
日
本
文
化
史
研
究
室
）
「
瑞
麟
山
丈
六
寺
十
景
詩
画
巻
」
の
世
界
一
六
五
「
瑞
麟
山
丈
六
寺
十
景
詩
画
巻
」
の
世
界
一
六
六
「
瑞
麟
山
丈
六
寺
十
景
詩
画
巻
」
の
世
界
一
六
七
「
瑞
麟
山
丈
六
寺
十
景
詩
画
巻
」
の
世
界
一
六
八
「
瑞
麟
山
丈
六
寺
十
景
詩
画
巻
」
の
世
界
一
六
九
「
瑞
麟
山
丈
六
寺
十
景
詩
画
巻
」
の
世
界
一
七
〇
